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	応用
	抗原情報
	背景
	さまざまな細胞プロセスや発生プロセスに関与する複合体であるCOP9シグナロソーム複合体（CSN）の推定プロテアーゼサブユニット。CSN複合体は、SCF型E3リガーゼ複合体のカリンサブユニットの脱ネディル化を媒介し、SCF、CSA、DDB2などのSCF型複合体のUblリガーゼ活性を低下させることにより、ユビキチン（Ubl）結合経路の重要な調節因子です。COP9シグナロソーム複合体（CSN）の推定プロテアーゼサブユニット。CSN複合体は、SCF型E3リガーゼ複合体のカリンサブユニットの脱ネディル化を媒介し、SCF、CSA、DDB2などのSCF型複合体のUblリガーゼ活性を低下させることにより、ユビキチン（Ubl）結合経路の重要な調節因子です。この複合体は、おそらくCK2およびPKDキナーゼとの会合を介して、p53/TP53、c-jun/JUN、IkappaBalpha/NFKBIA、ITPK1、およびIRF8のリン酸化にも関与している。CSN依存性のTP53およびJUNのリン酸化は、それぞれUblシステムによる分解を促進および保護する。複合体において、CSNはおそらくCullinからNedd8の切断を媒介する触媒中心として機能する。しかし、CSN単独ではメタロプロテアーゼ活性を示さず、CSN複合体の他のサブユニットを必要とする。CSN複合体によって制御される多数のタンパク質と直接相互作用し、複合体における重要な役割を担っていることが確認されている。BRSK2のプロテアソーム分解を促進する。
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	JAB1 (7S6) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した PC-12 細胞抽出物のウエスタンブロット分析。

